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(54)【発明の名称】 サーモパイル装置およびそれを用いた電子装置

(57)【要約】
【課題】  雰囲気温度の変化に対して熱電対の冷接点の
温度とサーミスタの温度を素早く時間差無く追随させる
ことのできるサーモパイル装置およびそれを用いた電子
装置を提供する。
【解決手段】  サーモパイル素子２の冷接点上にチップ
サーミスタ２１を搭載する。
【効果】  雰囲気温度の変化に対して熱電対の冷接点の
温度とサーミスタの温度を素早く時間差無く追随させる
ことができる。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  薄膜部と、該薄膜部の周辺部に設けられ
たヒートシンク部と、前記薄膜部上と前記ヒートシンク
部上にまたがるとともに前記ヒートシンク部上に冷接点
が位置するように形成された複数の熱電対と、を備えた
サーモパイル素子と、
該サーモパイル素子の前記冷接点上に搭載されたチップ
サーミスタとを有することを特徴とするサーモパイル装
置。
【請求項２】  請求項１に記載のサーモパイル装置を用
いたことを特徴とする電子装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、サーモパイル装置
およびそれを用いた電子装置、例えば耳式体温計に用い
られるサーモパイル装置およびそれを用いた電子装置に
関する。
【０００２】
【従来の技術】一般に、サーモパイル装置においては、
熱電対だけでは絶対温度（ここでは相対温度すなわち温
度差に対応する意味で絶対温度という言葉を用いてお
り、ケルビン単位で表す絶対温度の意味に限定するもの
ではない）を測定することができないので、別途絶対温
度を測定する感温素子として、例えば抵抗・温度変化率
の大きいサーミスタが用いられる。
【０００３】図５に、このような絶対温度を測定する感
温素子としてサーミスタを用いたサーモパイル装置の展
開斜視図を示す。図５において、サーモパイル装置１
は、ステム４上に搭載されたサーモパイル素子２および
チップサーミスタ３と、それらを覆うように設けられる
キャンケース７から構成されている。ここで、サーモパ
イル素子２はステム４のほぼ中央に搭載されており、チ
ップサーミスタ３はサーモパイル素子２の近傍に搭載さ
れている。ステム４には複数のピン端子５が設けられて
おり、サーモパイル素子２およびチップサーミスタ３と
ピン端子５との間はワイヤー６で接続されている。そし
て、キャンケース７は天井部分の中央部に赤外線を選択
的に透過させるための窓材８が設けられている。
【０００４】ここで、図６に、サーモパイル素子２の一
部破砕拡大斜視図を示す。サーモパイル素子２は、中央
部に設けられたダイアフラムを構成する薄膜部１０と、
その周辺部に設けられた略四角形枠状のヒートシンク部
１１と、薄膜部１０上とヒートシンク部１１上にまたが
って形成された複数の熱電対１３を有している。薄膜部
１０とヒートシンク部１１は、１．７ｍｍ角で厚さ０．
３ｍｍのシリコン基板をエッチングして形成されてい
る。薄膜部１０は、０．９５ｍｍ角で厚さが２～３μｍ
になっている。熱電対１３は、薄膜部１０上の略中央部
に位置する方が温接点に、ヒートシンク部１１上に位置
する方が冷接点になるようにして１００～２００対が配
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置され、さらに互いに直列に接続されて、その両端が電
極１４および１５に接続されている。そして、複数の熱
電対１３の温接点上には赤外線吸収体１６が搭載されて
いる。薄膜部１０上に形成されている熱電対１３の温接
点の部分は、シリコン基板が薄くて熱容量が小さいため
に温度が変化しやすく、ヒートシンク部１１上に形成さ
れている熱電対１３の冷接点の部分は、シリコン基板が
厚くて熱容量が大きいために温度が安定する。そのた
め、サーモパイル素子２においては、熱電対１３の温接
点の温度変化を冷接点の温度との比較によって正確に測
定することができる。
【０００５】このように構成されたサーモパイル装置１
においては、チップサーミスタ３で周囲温度を検出し、
サーモパイル素子２で測定対象から放射される赤外線か
ら測定対象の温度をヒートシンク部１１の温度との相対
値として検出し、さらにサーモパイル素子２とチップサ
ーミスタ３による検出値から測定対象の温度を測定する
ことができる。
【０００６】なお、絶対温度の測定にサーミスタを用い
る従来技術としては、例えば特開平５－９０６４６号公
報に開示されているような薄膜サーミスタをサーモパイ
ル素子と同一基板上に形成するものや、特開平６－３４
４４８号公報に開示されているようなダイアフラムの形
成された基板と同じ基板上にサーミスタを搭載するもの
などがある。
【０００７】
【発明が解決しようとする課題】しかしながら、図５に
示した従来のサーモパイル装置においては、耳式体温計
などに用いられて、冬場などに温度の低い部屋から持ち
出されてきて被験者に使用されたり、あるいは何度も耳
に入れて測定を繰り返されたりすると、基準となる温度
が変化して、サーミスタが検出した絶対温度と熱電対の
冷接点温度がずれて、精度の高い体温測定ができなくな
るという問題がある。
【０００８】また、特開平５－９０６４６号公報や特開
平６－３４４４８号公報で開示された構成においても、
同様に雰囲気温度の変化にサーミスタと熱電対の冷接点
の温度が素早く追随できず、温度測定の誤差の原因にな
るという問題がある。
【０００９】本発明は上記の問題点を解決することを目
的とするもので、雰囲気温度の変化に対して熱電対の冷
接点の温度とサーミスタの温度を素早く時間差無く追随
させることのできるサーモパイル装置およびそれを用い
た電子装置を提供する。
【００１０】
【課題を解決するための手段】上記目的を達成するため
に、本発明のサーモパイル装置は、薄膜部と、該薄膜部
の周辺部に設けられたヒートシンク部と、前記薄膜部上
と前記ヒートシンク部上にまたがるとともに前記ヒート
シンク部上に冷接点が位置するように形成された複数の
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熱電対と、を備えたサーモパイル素子と、該サーモパイ
ル素子の前記冷接点上に搭載されたチップサーミスタと
を有することを特徴とする。
【００１１】また、本発明の電子装置は、上記のサーモ
パイル装置を用いたことを特徴とする。
【００１２】このように構成することによって、本発明
のサーモパイル装置においては、雰囲気温度の変化に対
して熱電対の冷接点の温度とサーミスタの温度を素早く
時間差無く追随させることができる。
【００１３】また、本発明の電子装置においては、環境
変化によらず精度の高い温度測定が可能になる。
【００１４】
【発明の実施の形態】図１に、本発明のサーモパイル装
置の一実施例の展開斜視図を示す。図１において、図５
と同一もしくは同等の部分には同じ記号を付し、その説
明を省略する。
【００１５】図１において、サーモパイル装置２０は、
サーモパイル素子２上に搭載されたチップサーミスタ２
１を備えている。なお、ステム４上にはチップサーミス
タを備えていない。
【００１６】ここで、図２に、サーモパイル素子２およ
びチップサーミスタ２１の一部破砕拡大斜視図を示す。
サーモパイル素子２においては、ヒートシンク部１１上
に形成された熱電対１３の一部の冷接点上にチップサー
ミスタ２２が搭載されている。チップサーミスタ２２
は、長さ０．６ｍｍ×幅０．３ｍｍ×高さ０．３ｍｍの
サイズで、Ｂ定数が３０００～４５００と大きく、抵抗
値が１０ｋΩ～１００ｋΩのものを用いている。
【００１７】図３に、このように構成されたサーモパイ
ル装置２０において、雰囲気温度が急激に変化した場合
の、熱電対１３の抵抗値の時間変化（特性ａ）、および
チップサーミスタ２１の抵抗値の時間変化（特性ｂ）を
示す。このとき、熱電対１３の温接点には赤外線は照射
されておらず、暗室状態での測定となっている。なお、
熱電対においては通常は起電力の変化をみるが、その起
電力の変化は２つの金属の抵抗値の変化に依存している
ということから、ここでは抵抗値の変化を採用してい
る。また、比較のために従来のサーモパイル装置１にお
けるチップサーミスタ３の抵抗値の時間変化（特性
ｃ）、および絶対温度測定手段として薄膜金属抵抗を使
う場合のその抵抗値の時間変化（特性ｄ）を示す。横軸
は時間の経過を秒で示しており、ｔ＝０を境に雰囲気温
度が１０度上昇する場合を示している。縦軸は各素子の
抵抗値の変化率（比）を示している。
【００１８】図３の特性ａよりわかるように、熱電対１
３の抵抗値は雰囲気温度の変化に応じて上昇し、ｔ＝ｔ
１（約４秒弱）で安定している。また、特性ｂよりわか
るように、チップサーミスタ２２の抵抗値は雰囲気温度
の変化に応じて低下し、ｔ＝ｔ２（約４秒強）で安定し
ている。このように、本願発明のサーモパイル装置２０
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においては、熱電対１３の抵抗値が安定するまでの時間
とチップサーミスタ２１の抵抗値が安定するまでの時間
がほぼ一致していて時間差がほとんど無いことがわか
る。これに対して、特性ｃよりわかるように、従来のサ
ーモパイル装置１におけるチップサーミスタ３の抵抗値
はｔ＝ｔ３（約６秒弱）で安定し、熱電対との間で抵抗
値が安定するまでの時間に差が生じている。また、特性
ｄよりわかるように、薄膜金属抵抗の場合には、熱容量
が小さくしかも上面からの輻射熱を受けやすいために応
答が早く素早く低下し、その後ヒートシンク１１の熱変
化に引きずられるように上昇した後にｔ＝ｔ４（約８秒
弱）で安定しており、これも熱電対との間で抵抗値が安
定するまでの時間に差が生じている。
【００１９】このように、本発明のサーモパイル装置２
０においては、熱電対１３の冷接点上にチップサーミス
タ２１を搭載することによって、上面からの輻射熱とヒ
ートシンク部１１上の冷接点部分からの熱変化をチップ
サーミスタ２１自身の熱容量で直接受けとめることがで
きるために、雰囲気温度の変化に対してヒートシンク部
１１の温度とサーミスタ２１の温度を素早く時間差無く
追随させることができる。
【００２０】図４に、本発明の電子装置の一実施例の破
砕断面図を示す。図４において、電子装置の１つである
耳式体温計３０は、筐体３１と、耳に挿入する挿入部３
２を有しており、挿入部３２の内部に設けられたガイド
３３の先に本発明のサーモパイル装置２０が設けられて
いる。
【００２１】このように構成された耳式体温計３０にお
いては、本発明のサーモパイル装置２０を用いているた
めに、冬場などに温度の低い部屋から持ち出されてきて
被験者に使用されたり、あるいは何度も耳に入れて測定
を繰り返されたりしても、体温測定の誤差を生じにくく
することができる。
【００２２】なお、図４においては電子装置として耳式
体温計を示したが、電子装置としてはこれに限るもので
はなく、本発明のサーモパイル装置を用いたものであれ
ば何でも構わないものである。
【００２３】
【発明の効果】本発明のサーモパイル装置によれば、薄
膜部と、薄膜部の周辺部に設けられたヒートシンク部
と、薄膜部上とヒートシンク部上にまたがるとともにヒ
ートシンク部上に冷接点が位置するように形成された複
数の熱電対と、を備えたサーモパイル素子と、そのサー
モパイル素子の冷接点上に搭載されたチップサーミスタ
とを有することによって、雰囲気温度の変化に対して熱
電対の冷接点の温度とチップサーミスタの温度を素早く
時間差無く追随させることができる。
【００２４】また、本発明の電子装置によれば、本発明
のサーモパイル装置を用いることによって、環境変化に
よらず精度の高い温度測定が可能になる。
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【図面の簡単な説明】
【図１】本発明のサーモパイル装置の一実施例を示す展
開斜視図である。
【図２】図１のサーモパイル装置のサーモパイル素子を
示す一部破砕拡大斜視図である。
【図３】図１のサーモパイル装置における、熱電対とチ
ップサーミスタの雰囲気温度の変化に対する抵抗値の時
間変化を示す特性図である。
【図４】本発明の電子装置の一実施例を示す破砕断面図
である。
【図５】従来のサーモパイル装置を示す展開斜視図であ
る。
【図６】図５のサーモパイル装置のサーモパイル素子を
示す一部破砕拡大斜視図である。 *
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*【符号の説明】
２…サーモパイル素子
４…ステム
５…ピン端子
６…ワイヤー
７…キャンケース
８…窓材
１０…薄膜部
１１…ヒートシンク部
１３…熱電対
１４、１５…電極
１６…赤外線吸収体
２０…サーモパイル装置
２１…チップサーミスタ

【図１】 【図２】 【図３】

【図４】

【図５】 【図６】
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